
 

 

瀬戸内市教育委員会主催 平成２８年度 瀬戸内市若手教員研修 

 

第４回 瀬戸内まなび塾の様子 

 

１ 開催について 

（１）開催日時 平成２８年９月２８日（水）１８：３０～２０：３０ 

（２）開催日程 

①協議・演習 

「板書について考えよう ～板書の構造化とノート指導～」 

講師 瀬戸内市立邑久中学校 指導教諭    渡邊  裕 

（３）参加者 市内小・中学校に勤務する先生方２１名参加 

 

２ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

前半は、講師の渡邊指導教諭による中学校数学科の模擬授業

と講義を通し、板書について意見を交流しました。 

 

後半は、参加者が持ち寄った板書の写真をもとに、構造

化された板書のあり方について、グループごとに話し合い

ました。 

 

 

３ 参加者の感想 

●「学習内容の構造化が板書の構造化につながる」というお話が印象的でした。この１時

間の授業で大切にすべき点、おさえるべきポイントが明確であれば、構造化にもつなが

り、全てがつながっていくのだと実感しました。チョークの色の使い方も、もう一度見

直そうと思います。 

 

●板書で子供たちの思考を整理するという言葉を聞いて、なるほどと思いました。教科の

特性なのか分かりませんが、板書そのものがまとめになっていると感じているので、同

じ教科の他の先生の板書も見に行ってみようと思います。小学校の先生の板書は、イラ

ストがあったり流れがあったりと、とても見やすかったので参考になりました。 

 


